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教育委員会 １

事 務 事 業 の 概 要

１ 概況

(1)学校の沿革

明治 32 年 ４月 乙種程度をもって浜松町立浜松商業学校として元城町齢松寺境内に開設

明治 34 年 ４月 組織を変更し甲・乙両種商業科を設置

明治 36 年 10 月 浜松市三組町の新校舎に移転

明治 44 年 ９月 浜松市立浜松商業学校と改称の件認可

大正 11 年 ４月 県立に移管され、静岡県立浜松商業学校と改称

昭和 ４年 ４月 静岡県立浜松第二商業学校を併設

昭和 10 年 12 月 文部省告示第 437 号により静岡県浜松市三組町にある静岡県立浜松商業学校及び

浜松第二商業学校の位置を昭和 11 年９月より浜松市名残町 499 番地（現在中央

区文丘町４番 11 号）に変更の件認可

昭和 11 年 ９月 校舎新築に伴い静岡県立浜松商業学校及び静岡県立浜松第二商業学校を現在地に

移転

昭和 19 年 ３月 教育に関する戦時非常措置令によって静岡県立浜松第二工業学校に転換

機械科、金属工業科、電気通信科を設置

昭和 21 年 ３月 県令第 35 号により静岡県立浜松第二工業学校を廃止

静岡県立浜松商業学校に復帰

昭和 22 年 ４月 県令第 239 号により新制中学校を併設

昭和 23 年 ４月 学制改革により静岡県立浜松商業高等学校と改称

商業科の全日制・定時制課程を設置する新制高等学校として発足

昭和 24 年 ５月 創立 50 周年記念式典挙行

昭和 25 年 ４月 募集定員 全日制５学級

昭和 26 年 ４月 募集定員 全日制７学級 定時制３学級

昭和 34 年 ６月 創立 60 周年記念式典挙行

昭和 43 年 ４月 全日制に貿易科設置（２学級）

昭和 44 年 11 月 創立 70 周年記念式典挙行

昭和 45 年 ５月 プール（50ｍ×18ｍ） 竣工

昭和 46 年 ４月 全日制に経理科（５学級）、事務管理科（２学級）設置

昭和 48 年 ３月 情報処理実習棟 竣工

昭和 48 年 ４月 全日制 事務管理科を情報処理科に科名変更

昭和 49 年 10 月 運動部室２棟 竣工

昭和 51 年 ６月 生活館 竣工

昭和 53 年 ４月 定時制学級減（商業科２）

昭和 54 年 10 月 創立 80 周年記念式典挙行

昭和 57 年 ４月 全日制学級減（経理科４、情報処理科２、貿易科２＝８学級）

定時制学級減（商業科１）

昭和 58 年 ４月 全日制学級増（経理科５、情報処理科２、貿易科２＝９学級）

定時制学級増（商業科２）
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昭和 62 年 ４月 全日制に会計科設置（２学級）

全日制学級増（経理科４、会計科２、情報処理科２、貿易科２＝10 学級）

昭和 63 年 ３月 南校舎 竣工

平成 元年 ６月 創立 90 周年記念式典挙行

平成 ２年 ４月 全日制 貿易科を国際経済科に科名変更

平成 ４年 ４月 定時制学級減（商業科１）

平成 ６年 ４月 全日制学科改編（経理科３、会計科２、情報処理科２、国際経済科３＝10 学級）

平成 ７年 12 月 特別教室棟・体育館 竣工

平成 ８年 ４月 全日制学級減（経理科２、会計科２、情報処理科２、国際経済科３＝９学級）

平成 ９年 10 月 本館管理教室棟 竣工

平成 ９年 12 月 自転車置場 竣工

平成 10 年 ４月 全日制学科改編（経理科３、情報処理科３、国際経済科３＝９学級）

平成 10 年 ６月 創立 100 周年記念式典挙行

平成 10 年 ６月 全天候運動場及び部室 竣工

平成 11 年 ４月 全日制学級増（経理科４、情報処理科３、国際経済科３＝10 学級）

平成 12 年 ４月 全日制学級減（経理科３、情報処理科３、国際経済科３＝９学級）

平成 17 年 ４月 全日制学級減（経理科３、情報処理科３、国際経済科２＝８学級）

平成 18 年 ４月 定時制課程商業科生徒募集停止

平成 19 年 ４月 全日制学級増（経理科４、情報処理科３、国際経済科２＝９学級）

平成 20 年 ４月 全日制学級減（経理科３、情報処理科３、国際経済科２＝８学級）

平成 21 年 ３月 定時制課程閉課

平成 21 年 ６月 創立 110 周年記念講演会挙行

平成 23 年 １月 生活館耐震補強工事

平成 24 年 １月 運動部室１棟 竣工

平成 25 年 ３月 災害時仮設トイレ 12 基 整備

平成 26 年 ４月 全日制学科改編及び学級増（商業科７、情報処理科２＝９学級）

平成 27 年 ３月 管理教室棟他４棟外壁改修工事、洋弓場改修工事

平成 27 年 12 月 教職員住宅解体

平成 31 年 ４月 全日制学級減（商業科６、情報処理科２＝８学級）

令和 元年 ５月 創立 120 周年記念講演会挙行
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(2）組織図 日課

校務日誌・職員会議録

学習指導計画表 教科書

奨学金 成績処理

追試・再試

情報管理の企画・立案

校務用ﾊﾟｿｺﾝの保守･管理

校 長

庶務

会計

管財

用務

運営委員会

職員会議

校内・校外生活指導

交通安全 生徒会

ＬＨＲ 部活動指導

式場準備 備品管理

防災 購買（購買委員会）

食堂

広報・宣伝

職員厚生 ＰＴＡ

各種委員会等

・授業改善委員会兼教科主任会

・ＩＣＴ推進委員会

・商業科運営委員会

・学校行事検討委員会

・生徒指導委員会

・学校評価・自己評価委員会

・特別支援教育委員会

・職員安全衛生委員会

・学校保健委員会

・いじめ対策委員会

・制服検討委員会

・部活動検討委員会

・校内コンプライアンス委員会

(就職･進学) 企画・情報

受験指導(補習)
検査･模試 調査･統計

保管･管理 行事 LHR

来客対応 予約奨学金

図書購入 図書整理

読書会･感想文

図書館だより

視聴覚

調査･統計・文書管理

図書委員会 芸術鑑賞

新採研修 現職教員研修

校内研修 人権教育

教育実習 生涯学習

企画調査 保健指導 管理

地震災害救急処置対策

環境美化・清掃指導

委員会指導(保健委員会)
環境教育(美化委員会)
教育相談(特別支援教育)

学校運営協議会

教 務 課

事務長

生 徒 課

総 務 課

図書研修課

保 健 課

進 路 課

副校長 教頭
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２ 目指す学校像

「誠実・勤勉・敬愛」の校訓のもと、県西部の商業教育の伝統校・包括的拠点校として、グロ

ーバルな企業・大学・行政等との連携を深め、商業４分野や特別活動・部活動等を軸に据えた課

題解決型学習を通して、国内外で活躍したり、広く社会や地域に積極的に参画したりする、将来

を担っていく人材の育成を目指す。

３ 監査対象期間の年度別学校経営の取組等

(1) 令和６年度の取組目標への評価及び成果と課題（重点目標はゴシック体）

取組目標 成果目標 達成状況
自己

評価
成果と課題

ア

高度で実践

的な課題解

決型の商業

教育や学習

指導を通し

て学力向上

や進路実現

を図る。

・授業への満足度調査で

「満足している」「適切

な選択科目がある」と

答える生徒 85%以上

・生徒の授業全体へ

の 満 足 度 は

89.3％、商業科目

については84.3％

・「適切な選択科目が

ある」へのアンケー

ト結果は「当てはま

る」83.5％

Ｂ

・他教科に比べると商業

科目についてやや低い

結果でもあるので、更

なる改善が求められ

る。

・外部コンクールへの応

募３つ以上と校内での

成果発表ができた

代表的なものは、以

下のとおりである。

① ﾌｰﾄﾞｸﾞﾗﾝﾌﾟﾘ

② ｼﾂﾞｸﾘﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

③ 日経ｽﾄｯｸﾘｰｸﾞ

④ SDGｓ

⑤ 文書ﾃﾞｻﾞｲﾝｺﾝﾃｽﾄ

⑥全国高等学校ﾋﾞｼﾞ

ﾈｽｱｲﾃﾞｨｱ甲子園

・外部コンクールは、教

育的効果を上げてい

る。

・他にも企業等との連携

を複数展開した。

・日商簿記３級合格 70%

以上

・ 11 月 受 検 で 約

39.4％が合格(昨

年同時期 25％)。昨

年 度 は 最 終 的 に

60％強

・今年度は目標達成が

目指せる数値と考え

る。

・１級合格者1名は立派

である。

・情報処理技術者試験

合格者 10 名以上

・IT パスポート試験

合格者 6 名、基本

情報技術者試験合

格者 9 名

・目標が 10 名に対して

15名の達成は、すばら

しい。

・生徒が学習した知識に

基づき自分の意見を

適切にまとめて表現で

きる状態になる。

・74.5％の生徒が「概

ねできる」と回答

・何のために学習する

か、目的意識をもって

ほしい。
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取組目標 成果目標 達成状況
自己

評価
成果と課題

ア

高度で実践

的な課題解

決型の商業

教育や学習

指導を通し

て学力向上

や進路実現

を図る。

・生徒の学習上の課題を

的確に把握し、改善案

を提示

（結果検討会の開催）

・ONE WEEK の活用

・１、２年生は年間３

回実施し、試験結

果到着後に結果検

討会を２回実施し

た。

Ａ

・今後は、検討会での課

題 を 踏 ま え 、 ONE

WEEK(事前課題)の効

果的な活用方法や進

路指導との連携を検

討する。

・進路指導への活用の検

討

・令和６年度よりテスト

結果を校内選考資料

に取り入れ、３年間の

成績や資格等と合わせ

て総合的な判断材料

とする。

・ 就 職希 望企 業内 定

100%

・1 月 17 日時点で

98.8％→100％達成

Ａ

・未決定者２名(公務員

１名・民間企業１名)

・希望進学先合格 100% ・1 月 17 日時点で

96.3％→100％達成

・未決定者５名(４年制

大学３名、専門学校

（看護）２名)

・handy を活用した生徒

100%

・進路だより等発行 10

回以上（配信含む）

・handy を活用した

生徒 100%

・２学期までに計 8

回発行（配信含む）

・３学期に１～２回発行

予定

・授業で教員の ICT 活用

100％

・一人一台端末を活用し

た授業を行った教員

80%以上

･ 情報管理担当教員

による研修を複数

回実施

・教員のＩＣＴ活用

94.1％

Ａ

・日々の授業をはじめ学

年行事や学期ごとの振

り返りにも活用してい

る。

・学習ニーズに合ってい

ると答える生徒 90%以

上

・学習ニーズに合っ

ていると答える生

徒 83.4%

Ｂ

・各教科・科目において

観点別評価の基準を

定め、適切に実施でき

ている。

・「先生方は、教材や教え

方に様々な工夫をして

いる」と答える生徒80%

以上

･ 授業評価アンケー

トの該当項目にお

いて「工夫してい

る・やや工夫してい

る」が 88.4％

・目標は十分に達成して

いる。

・次年度はより具体的な

項目で工夫を評価す

るようアンケートを改

善する。
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取組目標 成果目標 達成状況
自己

評価
成果と課題

イ

活力ある学

校行事や部

活動・特別活

動等を通し

て、豊かな人

間性や健や

かな心身を

身に着けた

生徒を育成

する。

・「有意義だった」「満足」

と答える生徒 90%以上

・浜商祭全体 97.4％

・浜商祭商業展

98.4％

・修学旅行 98.9％ Ａ

・どの行事も概ね目標を

達成している。

・「学校行事は楽しく有意

義」と答える生徒90%以

上

・「あてはまる」生徒

91.9％

・行事の目的を踏まえて

より充実した内容にし

ていく。

・全国大会出場10部活以

上

・県大会出場 20 部活以

上

・全国大会出場 12部

活動

・県大会出場 24部活

動。

Ａ

・より活動を充実させて

いく。

・活動内容の見直し80％以

上

・見直しをした部活

88.2％

・来年度は全体に促し、

すべての部活で見直し

をする。

・「部活動基本方針」の遵守

100%

・94.1%という結果で

あるが、ほとんどが

遵守している。

・各部活動の活動計画

を保護者にも確実に

伝えていく。

・「部活動やボランティ

ア活動に積極的に取

り組み、主体性や協働

性が育成されている」

85%以上

・「あてはまる」生徒

85.4％

Ａ

・Classroom で配信する

ことで夏季休暇中のボ

ランティア参加者が微

増した。

・生徒会部を中心にボラ

ンティア活動に参加し

ている。

・学年会年間12回以上開

催

・学年主任情報交換年

間 10 回以上

・学年集会各学期に２回

以上実施

・個別面談年間３回以上

実施

・学年会議９回実施

（12 月末）

・学年集会５回実施

（12 月末）

･ 個別面談は学校全

体で４月と９月に面

接週間を実施し、夏

休みに三者面談を実

施

・学年会だけでなく他学

年ともコミュニケーシ

ョンを密にして情報交

換に努めた。

･ 学年主任情報交換は

朝の挨拶と兼ねて昇

降口にて実施。学年問

わず生徒に声掛けが

できた。
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取組目標 成果目標 達成状況
自己

評価
成果と課題

ウ

計画的かつ

タイムリーな

生活指導を

通して、基本

的生活習慣

を確立し、規

範意識や倫

理観を持つ、

自立した主

権者として

の資質を持

った生徒を

育成する。

・「主体的に挨拶ができ

る」生徒 90%以上

・「あてはまる」生徒

88.6％

Ｃ

・教職員も含めて主体的

に挨拶していく。

・SNS による違法行為

０件

・交通事故前年比 10％

減

・自転車交通違反切符を

受けた自転車通学生徒

30%以内

・SNSによる不適切な

行為０件

・交通事故は前年比

7.1%増加、重大事

故は０件

・自転車交通違反切

符前年比 153.6％

増加

・交通安全や交通マ

ナーに適切な指導

が行われている、

に「あてはまる」生

徒 87.8％

・自転車違反切符を複

数回受けている生徒

は、今後保護者にも伝

えていく。

・重大な交通事故は起き

ていないが、登校時に

急いでいたことが原

因のものが多いので、

余裕をもって登校す

ることを指導してい

く。

・「基本的生活習慣が身

についている」生徒85%

以上

・「あてはまる」生徒

91.4％

・すばらしい結果であっ

た。

・「スマホ、インターネッ

ト、マナーの向上に対

して適切な指導が行わ

れている」生徒 80%以

上

・「あてはまる」生徒

82.5％

･ コミュニケーションを

大切にしながら場をわ

きまえた行動ができ

る、人の心がわかる生

徒の育成を目指す。

エ

安心安全な

学校づくり

を推進する

・避難訓練年３回実施

・避難経路を理解し 15

分以内で避難点呼完

了

・地域防災参加率 70％

以上

・避難訓練３回実

施。点呼完了 10 分以

内達成

・地域防災参加率、

生徒 40.3％、教員

84.8％

Ａ

･ 役員のみの参加等に

近年切り替わっている

という実情がある。

・人権教育啓発活動の実

施

・命の大切さや健康

への理解が深まった

生徒 88.6%

Ａ

・チーム研修において、

事例を用いた人権感

覚の醸成を図った。

・生徒課通信の発行年５

回以上

・生徒課通信年発行

5回達成。（配信含む） Ａ

・場をわきまえ、考えて

行動するように促す

ことができた。
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取組目標 成果目標 達成状況
自己

評価
成果と課題

エ

安心安全な

学校づくり

を推進する

・SC の活用（相談件数延

べ 50 以上）

・特別支援情報共有会

年 10 回以上実施

・SC は活用できた。

（12 月現在 40 件）

・特別支援情報共有

会は10回以上実施

Ｂ

・できれば、SC の回数を

増やしてほしい。

・個別の支援計画をもっ

て入学した生徒の情報

共有を定期的に行うこ

とにより、安定した学

校生活を送ることがで

きている。

・「相談できる先生がい

る」80%以上

・全体では67.3％

（３年では73.4％）

・学年が上がるにつれて数

値は上がっている。

・各学年の初期指導の実

施

・毎学期人間関係づくり

プログラムの実施

・学校生活が充実し

ている生徒 94.1%

Ａ

･ 年度始めに人間関係

作りプログラムを行う

ことにより、スムーズ

なクラス運営につなが

った。

・制服検討委員会で検討

し、今後どのようにす

るかの見通しが立つ。

・ファッション性も

検討課題かもしれ

ない
Ｂ

・制服の見直しについて

は、今すぐ見直しとい

う結論には至らなかっ

た。今後、本当に必要

なのかを検討し、考え

ていく方向である。

・毎学期1回以上の安全点

検

・保健だよりの定期的発

行

・要受診者への積極的ア

プローチ

・タイムリーな啓発

・安全点検は計画通

り実施

・保健だよりは 12月

現在 8 回発行

・1 月 17 日現在の要

受診者の受診率（治

療完了率）は全体

で、耳鼻科 86.7%、

視力 45.2%、歯科

31.3%であった。

Ｂ

・要受診者の受診率が低

すぎるので、100%の受

診率を来年度以降目指

していきたい。

・健康の維持や向上は基

本的なテーマなので、

継続努力を期待した

い。
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取組目標 成果目標 達成状況
自己

評価
成果と課題

エ

安心安全な

学校づくり

を推進する

・四半期ごとの執行計画

の立案と執行率 95%

・執行率は達成の見込

み

・施設設備の安全確

保について保護者

アンケートでは

12.2％がわからな

いと回答
Ａ

･ 物価の高騰等により予

算的に厳しい状況が続

いているが、執行計画に

基づき適正に執行でき

ている。

・施設、設備の老朽化が

目立ってきており安全

性を第一に教育活動

に支障がないよう対応

していく。

・施設の管理状況等につ

いて周知していく。

・HP の更新 150 回以上

・新聞掲載依頼 15 回以

上

・県Ｘ20 回以上

・広報の新たな取り組み

の実施

・HP 更新 155 回（１

月末現在）

・県Ｘ21 回（１月末

現在）

・新聞掲載は 15回以

上（12 月末現在）

Ａ

・地道な HP 更新により

情報を発信できてい

る。

・HP の更新が予定どお

り実施できた。

・来年度はパンフレット

の更新を実施したい。

オ

企業・大学・

地域・家庭等

との連携を

深め、定期的

な情報発信

を行い、相互

交流を活発

に行い、学校

評価を高め

る。

・「教育活動は評価でき

る」保護者 80%以上

・アンケート結果

91.7％

Ａ

・満足できる結果であっ

た。

・「教育方針・教育活動を

わかりやすく伝えてい

る」保護者 85%以上

・アンケート結果

79.6％

・PTA 学年会を各学年 1

回YouTube配信で開催

した。

・「連絡や情報提供がき

め細かく行われてい

る」保護者 80%以上

・アンケート結果

78.9％

・きずなネットを積極的

に活用している

・時間に余裕のある事前

連絡案内の徹底

・ＰＴＡ総会、学年会

の参加者（閲覧数）

が増加した。

･ 遅くとも１か月以上

前に保護者に連絡が

できるよう準備を心

掛けた。更に紙で配付

せず、きずなメール配

信で行うことで、保護

者への連絡を徹底し

た。
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取組目標 成果目標 達成状況
自己

評価
成果と課題

オ

企業・大学・

地域・家庭等

との連携を

深め、定期的

な情報発信

を行い、相互

交流を活発

に行い、学校

評価を高め

る。

・「浜商のことがわかっ

た」来校者 90%以上

・志願者の増加

・一日体験入学・オー

プンスクールを各

１回実施し、来場

者アンケート「浜

商のことが理解で

きた」が 98.5％

・中学校への出前授

業は 25 回実施

・近隣中学校には２

回以上訪問実施

Ａ

・概ね達成できた。

・出前授業で商業科目

に対する理解が深まっ

た。

・商業科職員で、一日体

験入学やオープンスク

ールの自由相談コーナ

ーを担当し、対話を通

じて浜商へ興味を持つ

生徒および保護者を醸

成することができた。

・時間・期限の厳守

・会議資料のペーパーレ

ス化及び確実な事前配

付（提示）

・マネジメントの徹底

・何かしら時間外勤

務時間の縮減に取

り組んでいる教職

員 88.2%

Ａ ・職員各自の勤務管理

システムへの記録を徹

底し、自身の働き方を

把握し縮減に努めた。

・職員会議をはじめ、会

議のペーパーレス化が

進んだ。

カ

ICT推進や改

革を意識し、

効率的な業

務の遂行と

教育環境の

整備を図る。

・行事検討委員会の開催

と改善案の提示

・計画的整備の徹底

・業務の効率化と合

わせての継続検討

Ｂ

・行事検討委員会を実

施し、職員アンケート

の結果を踏まえ、一部

の行事について検討

し、改善案を提案し

た。継続審議が必要な

ものについては、引き

続き検討していく。

・部活動計画の提示の徹

底（毎月・長期休業） Ｂ

・データ化して管理し

た。共有しやすいが未

提出部活もあった。

・必要な文書を誰もがす

ぐに取り出せる状態に

なる

Ｂ

･ ＮＥＳ上に共有ＤＢを

設置し様式等の共有

化を行った。掲載デー

タの見直し等を継続

的に行い、効果的に運

用できるよう図ってい

く。
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(2) 令和７年度の取組目標・達成方法・成果目標（重点目標はゴシック体）

取組目標 成果目標 達成状況
自己

評価
成果と課題

キ

生徒教職員

ともに高い

志と学び続

ける姿勢を

持ち、「人を

大切にしま

す。学び続け

ます。地域に

貢 献 し ま

す。」の浜商

三訓を力強

く実践する。

・「読書する習慣が身に

ついている」生徒 60%

以上

・読書習慣が身につ

いた生徒 55.1％

Ｂ

・安定した読書習慣は定

着しつつあるが、担任

による指導の違いがみ

られ、徹底にはもう一

歩の努力が必要であ

る。

・ミニ研修の実施５回以

上

・課題解決型グループ討

議２回以上

・研修会１回以上

・教職員の授業参観３回

以上

・全教職員の外部研修参

加１回以上

・人権（掲示）１回、

クラス経営（年次

別研修）２回、セミ

ナー視聴（告知・参

加）10 回の計 13 回

の研修を行った。

・授業参観３回以上

66.7％

・ 外 部 研 修 参 加

74.5％

Ｂ

・全体研修を「効果的な

ＩＣＴ活用による授業

改善」というテーマで

実施し、教員の各個人

としての授業改善に関

する研究は進んでい

る。今後は、他の教員

の授業参観による研鑽

を充実させるため、次

年度に「授業見学カー

ド」を活用した働きか

けを行う。

取組目標 達成方法（取組手段） 成果目標 担当部署

ア

高度で実践的な課題

解決型の商業教育や

学習指導を通して学

力向上や進路実現を

図る

・課題研究の充実

（講座内容の見直しと発表会

の充実）

・科の学習内容の充実

（商業科・情報処理科の特色

に応じた取り組みの強化）

・資格取得に向けた取組の徹底

（基礎資格の確実な取得）

・取得資格に基づくアウトプッ

ト力の醸成（思考力・判断

力・表現力）

・外部人材の積極的活用

・授業への満足度調査で「満

足している」「適切な選択

科目がある」と答える生徒

それぞれ 85%以上

・外部コンクールへの積極的

な応募（３つ以上）と校内

での成果発表会が実施で

きた

・日商簿記３級合格 70%以上

・情報処理技術者試験合格

者 10 人以上

・生徒が学習した知識に基づ

き自分の意見を適切にまと

めて表現できる 80％以上

商業科
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取組目標 達成方法（取組手段） 成果目標 担当部署

ア

高度で実践的な課題

解決型の商業教育や

学習指導を通して学

力向上や進路実現を

図る

・「基礎力診断テスト」を活用し

た教科指導方法の検証・改善

・「スタディサプリ」を活用した

学力の伸長とキャリア支援の

充実

・生徒の学習上の課題を的確

に把握し、改善案を提示

（結果検討会の開催）

・進路指導への活用ができた

各教科

教務課

進路課

・進路指導室の相談体制の充実

・進学補習の充実

・ICT を活用した積極的な進路

情報の提供

・適切な進路選択ができたと

感じた生徒 100％

・ handy を 活 用 し た 生 徒

100％

・進路だより等発行 10 回以

上(配信含む)

進路課

・配信授業に対応した校内の

ICT 環境の整備

・研修会の実施

・活用事例の紹介

・授業で教員の ICT 活用

100％

・一人一台端末を活用した授

業を行った教員 80％以上

教務課

図書研修課

・教育課程推進委員会による教

育課程改善の推進

・適切な観点別評価の実施

・改正学校教育法施行規則にの

っとった内規の改訂とシラバ

スの見直し

・進学・就職それぞれにニー

ズに適した教育課程の改善

ができた。

・「先生方は、教材や教え方

に様々な工夫をしている」

と答える生徒 80%以上

・学習ニーズに合っていると

答える生徒 90％以上

教務課

イ

活力ある学校行事や

部活動・特別活動等を

通して、豊かな人間性

や健やかな心身を身に

着けた生徒を育成する

・特別活動の充実

修学旅行・スキー教室

その他の学校行事

生徒会活動

委員会活動

・各特別活動において「有意

義だった」「満足」と答える

生徒 90%以上

・「学校行事は楽しく有意義」

と答える生徒 90%以上

各学年

生徒課

教務課

各課

・時代に即した部活動のあり方

の改善と基本方針の改定

・部活動と課外活動の充実を図

るとともに、計画的で効率的

な運営を行い、最大限の効果

を上げる。

・部活動を通して主体性や協働

性の育成を行う。

・「部活動基本方針」の遵守

100％

・「部活動やボランティア活

動に積極的に取り組み、主

体性や協働性が育成され

ている」85%以上

部活動顧問

生徒課
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取組目標 達成方法（取組手段） 成果目標 担当部署

ウ

計画的かつタイムリー

な生活指導を通して、

基本的生活習慣を確

立し、規範意識や倫理

観を持つ、自立した主

権者としての資質を持

った生徒を育成する

・職員間での共通認識の保持や

情報共有の徹底

・共通認識と共通実践の徹底

・生徒に向き合い働きかける機

会の確保

・課題の早期発見・アプローチ

・学年会年間 12 回以上開催

・学年主任情報交換年間 10

回以上

・学年集会各学期に２回以上

実施

・個別面談年間３回以上実

施

各学年

管理職

・自信もって挨拶できる生徒の

育成（HR 風紀委員 授業）

・情報モラル講座、交通安全講

話の実施

・交通委員による継続的な街頭

指導の実施

・交通違反者に対する講習会の

実施

・教員による昼休みの巡視

・「主体的に挨拶ができる」生

徒 90%以上

・SNS による不適切な行為

０件

・生徒の交通事故前年比

10％減（重大事故０件）

・自転車交通違反切符交付数

の着実な減少

・「基本的生活習慣が身につ

いている」生徒 85%以上

・「スマホ、インターネット、

マナーの向上に対して適切

な指導が行われている」生

徒 80%以上

生徒課

エ
安心安全な学校づくり

を推進する

・防災教育の充実

・防災マニュアルの必要に応じ

た見直しと職員への周知徹

底

・避難訓練年３回実施

・避難経路を理解し 15 分以

内で避難点呼完了

・参加対象者の地域防災参

加率 70％以上

総務課

・人権教育啓発活動の実施

・命の大切さや健康への理解を

深める

・「いじめ・こころの健康調査」「自

己を語る」等の実施

・上記の HR 面談での活用促進

・実施結果分析の情報共有

・命の大切さや健康への理解

が深まった生徒 80％以上

・生徒課通信の発行年５回以

上

・生徒アンケート結果を面談

に活用した担任 100％

図書研修課

生徒課

保健課

各学年

・困りごとの早期発見と情報共

有の徹底

・SC の活用

・特別支援情報共有会の充実

・困りごとを抱えた生徒をSC

へつなげることができた

・特別支援情報共有会年 10

回以上実施

・「相談できる先生がいる」全

学年 80%以上
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取組目標 達成方法（取組手段） 成果目標 担当部署

エ
安心安全な学校づくり

を推進する

・志を育む啓発指導

・構成的グループエンカウンター

などを活用した人間関係作り

・各学年の初期指導の実施

・毎学期人間関係作りプログラ

ムの実施

・学校生活が充実している生

徒 90％以上

各学年

保健課

・多様性を意識した制服の検討 ・委員会で検討し、具体的な

方針を定める
生徒課

・危険個所等の把握と改善

・教育環境の整備・充実

・健康に関する指導

・感染症リスクを下げる指導

・タイムリーな啓発

・学年・保護者と連携した要受

診者への積極的アプローチ

・毎学期 1 回以上の安全点検

ができた

・保健だよりの発行年 10 回

以上（配信含む）

・歯科受診率 70%以上

保健課

各学年

・学校経営目標に沿った計画的

予算の執行

・教育環境の整備・充実

・四半期ごとの執行計画の立

案と執行率 95% 事務部

オ

企業・大学・地域・家庭

等との連携を深め、定期

的な情報発信を行い、相

互交流を活発に行い、学

校評価を高める

・広報活動の充実

HPの充実と学校パンフレット

の刷新

新聞掲載による広報

その他（X、インスタグラム等）

・HP の更新 150 回以上

・新聞掲載依頼 15 回以上

・県 X 20 回以上

・パンフレットが刷新された

総務課

各学年

・PTA 総会・オープンスクール

の充実(内容 参加の呼びか

け）

・PTA 学年会の配信による実施

・きずなネットの活用

（１家庭１アカウント以上の登

録の徹底）

・アプリによる欠席連絡の徹底

添付による文書配布の推奨

・式典のスムーズな運営

・PTA や同窓会との連携

・奨学金業務の遂行

・「教育活動は評価できる」保

護者 80%以上

・「教育方針・教育活動をわか

りやすく伝えている」と感じ

る保護者 85%以上

・「連絡や情報提供がきめ細

かく行われている」と感じ

る保護者 80%以上

・時間に余裕のある事前連絡

や案内が徹底された

・PTA 総会、学年会の参加者

（閲覧数）が増加した
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取組目標 達成方法（取組手段） 成果目標 担当部署

オ

企業・大学・地域・家庭

等との連携を深め、定期

的な情報発信を行い、相

互交流を活発に行い、学

校評価を高める

・一日体験入学・オープンスク

ール内容の充実

・中学校への積極的な広報活動

・「浜商のことが分かった」来

校者 90%以上

・中学校への出前授業 20 回

以上

・管理職・運営委員・学年部

等による近隣中学校訪問

２回以上

・定員の充足

教務課

商業科

各学年

運営委員

管理職

カ

ICT 推進や改革を意識

し、効率的な業務の遂

行と教育環境の整備を

図る

・出退勤時間の適正化

・会議資料の削減

・会議時間の短縮化

・校務の効率化

・会議資料のペーパーレス化

及び確実な事前配付（提

示）ができた

・時間外勤務時間の縮減に取

り組んだ教職員 80％以上

管理職

運営委員

全職員

・行事の精選

・諸表簿・教材教具等の計画的

配置と整備

・行事検討委員会の開催によ

る改善案の提示及び行事

の精選が実行できた

教務課

・計画的な部活動の実施 ・部活動計画の提示が徹底で

きた（毎月・長期休業）

生徒課

部活動顧問

・事務処理の効率化と統一化

・NES の文書共有の活用

・必要な文書を誰もがすぐに

取り出せる状態になってい

た

事務部

キ

生徒教職員ともに高い

志と学び続ける姿勢を

持ち、「人を大切にし

ます。学び続けます。

地域に貢献します。」

の浜商三訓を力強く実

践する

・図書館の充実

・読書指導の充実

・朝読書指導の徹底

・アウトプットの機会を作る

・「読書する習慣が身につい

ている」生徒 60%以上

図書研修課

・研修の充実

・授業参観・授業参観週間・オ

ープンスクールの充実

・研修案内により職員の外部研

修参加の促進（Zoom 含）

・ミニ研修の実施５回以上

・課題解決型グループ討議２

回以上

・研修会１回以上

・教職員の授業参観３回以上

・全教職員の外部研修参加１

回以上
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４ 監査対象期間における特色ある取組

年度 取 組 概 要 成果及び課題

令
和
６
年
度

ア 外部人材（企業等）の積

極的活用による課題研究授

業の更なる充実

３年生課題研究「観光マーケティング」では、浜松

市役所職員(１回)、ＪＴＢ社員(４回)を招き、講義及

び生徒の研究内容に助言を受けた。同「マーケティン

グ戦略」ではＪＡとぴあ浜松の職員（４回）、ジュビロ

磐田の職員（１回）を招き、講義及び生徒の研究内容

に対して助言を受けた。また、「情報研究」では、三方

原馬鈴薯選果場に行き、ＰＲ動画を作成した。同「マ

ネジメント戦略」では５～６月に３回、計９事業所に

生徒が訪問し、各企業の事業内容について理解を深め

た。さらに夏休み期間には 10 事業所で７日～20 日間

のインターンシップを経験した。

授業(教科書)で学んだ内容と実際の企業活動を結び

付けて考える貴重な経験となっている。「情報技術研

究」では、大原簿記専門学校の職員（５回）を招き、

基本情報技術者試験について学びを深めた。

イ ICT の活用推進と生徒一人

一台端末の活用

Google クラスルームを活用して情報の配信と収集が

十分に行われている。（配信の例･･･県や自治体、大学

等で実施される講演会の案内、ボランティアの募集、

企業等が企画する探究プログラムの募集等）

多くの生徒が自発的に応募し、活動の場を広げて多

様な経験をすることにつながった。

ウ マーケティング・マネジ

メント分野資格取得の推進

本校は令和４年度からスタートした教育課程におい

て、商業４分野（会計､情報､マーケティング､マネジメ

ント）の学習の充実を図った。それにより、従来から

の日商簿記検定、情報技術者試験に加えて、マーケテ

ィング・マネジメント分野については「日商リテール

マーケティング（販売士）検定を目指すことを推奨

し、指導体制を整えた。

エ 高大連携事業 令和６年度より、観光分野で静岡産業大学と連携し

て観光プランについての講義（１回）を行った後に、

静岡産業大学に訪問し、浜松駅周辺の観光プランを立

てた。大学の先生だけでなく、大学生からもアドバイ

スを受け、観光プランの精度を高めた。その後実際に

フィールドワークに出向き、プランの考察を行った。

翌日には、株式会社ベルトラの社員を招き、観光プラ

ンの発表を行った。大学の先生、旅行業者の視点から

講評をいただいた。この経験をもとに、浜松の魅力や

文化について深く理解するとともに、地元の観光資源

の魅力について広く発信することを目標に取り組んで

いる。
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年度 取 組 概 要 成果及び課題

令
和
７
年
度

ア 外部人材（企業等）の積

極的活用による課題研究授

業の更なる充実

３年生課題研究「観光マーケティング」では、浜松

市役所職員(１回)、ＪＴＢ社員(４回)を招き、講義及

び生徒の研究内容に助言を受けた。同「マネジメント

戦略」では５～６月に３回、計９事業所に生徒が訪問

し、各企業の事業内容について理解を深めた。さらに

夏休み期間には 10 事業所で７日～20 日間のインター

ンシップを経験した。同「人材マネジメント」では、

企業からの説明を聞き、企業のリソースを使ったもの

のアイデアとして企業に提案した。企業の訪問（３

回）。

授業(教科書)で学んだ内容と実際の企業活動を結び

付けて考える貴重な経験となっている。「情報技術研

究」では、大原簿記専門学校の職員（６回）を招き、

基本情報技術者試験について学びを深めた。

イ ICT の活用推進と生徒一人

一台端末の活用

Google クラスルームを活用して情報の配信と収集が

十分に行われている。（配信の例･･･県や自治体、大学

等で実施される講演会の案内、ボランティアの募集、

企業等が企画する探究プログラムの募集等）。今年度、

海外インターンシップ（台湾）に２年生１名参加、県

主催スタートアップキャンプに３名参加。

多くの生徒が自発的に応募し、活動の場を広げて多

様な経験をすることにつながった。

ウ マーケティング・マネジ

メント分野資格取得の推進

本校は令和４年度からスタートした教育課程におい

て、商業４分野（会計､情報､マーケティング､マネジメ

ント）の学習の充実を図った。それにより、従来から

の日商簿記検定、情報技術者試験に加えて、マーケテ

ィング・マネジメント分野については「日商リテール

マーケティング（販売士）検定を目指すことを推奨

し、指導体制を整えた。

エ 高大連携事業 令和６年度より、観光分野で静岡産業大学と連携し

て観光プランについての講義（１回）を行った後に、

静岡産業大学に訪問し、浜松駅周辺の観光プランを立

てた。大学の先生だけでなく、大学生からもアドバイ

スを受け、観光プランの精度を高めた。フィールドワ

ークを通してプランを見直したものを、株式会社ベル

トラの社員を招き、観光プランの発表を行った。大学

の先生、旅行業者の視点から講評をいただいた。課研

「情報活用研究」にて、静岡大学の情報分析講座にお

いて、アンケートの取り方や分析の仕方を学び、11 月

にポスターセッションにて発表するために取り組んで

いる。この経験をもとに、浜松の魅力や文化について

深く理解するとともに、地元の観光資源の魅力につい

て広く発信することを目標に取り組んでいる。
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５ 教職員について

(1) 令和６年度異動状況 （単位：人）

(2) 現員数 （令和７年８月 31 日現在） （単位：人）

(3) 健康管理について

【令和６年度】

法で定められている健康診断は、全員受診した。診断の結果、再検査や精密検査が必要にな

った職員には、早期に受診するよう促した。

また、職場の健康づくりとして「自力生体」を実施した。

新型コロナウイルス感染症やインフルエンザについては生徒も含め感染する者が少数ながら

常に存在する状況がある。

職名

区分

本務職員 任・臨、会計年度任用職員

合

計

教育職員 行政職員

本

務

計

教

諭

(

任
・
臨)

実
習
助
手(

臨)

主

事

（

臨

）

非

常

勤

講

師

部
活
動
指
導
員

非
常
勤
嘱
託
員

非
常
勤
労
務
職
員

臨

時

計

校

長

副

校

長

教

頭

教

諭

養

護

教

諭

実

習

助

手

小

計

事

務

長

主

査

主

任

主

事

技

能

員

小

計

転出者 1 4 5 1 1 6 6

退職者 4 4 4 3 2 5 9

再任用
（退職）

1 1 2 2 2

転入者 1 9 10 1 1 11 11

新任者 1 1 1 2 2 4 5

再任用
（新任）

1 1 1 1

差引増減 0 2 △1 1 △1 1 0 1 △1 0 △1 0

職名

区分

本務職員 任・臨、会計年度任用職員

合

計

教育職員 行政職員

本

務

計

教

諭

（

臨

）

実
習
助
手(

任)

主

事

（

臨

）

外
国
語
指
導
講
師

非

常

勤

講

師

部
活
動

指
導

員

非
常
勤
労
務
職
員

校

医

等

臨

時

計

校

長

副

校

長

教

頭

教

諭

養

護

教

諭

実

習

助

手

小

計

事

務

長

主

査

主

任

主

事

技

能

長

小

計

計 1 1 1 54 2 3 62 1 1 1 2 1 6 68 4 1 1 1 6 1 2 5 21 89
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令和６年度は学年閉鎖・学級閉鎖もなく、感染症を最小限に抑えることができた。感染症予

防のため、保健だよりや掲示物での感染症対策の啓発、手指消毒液の設置継続、体調不良時に

は休養するよう常時指導した。

また、熱中症予防対策として、熱中症指数を表示する掲示板の校内複数個所へ設置しての周

知や、各部活動に熱中症指数測定器を配布し、予防に活用するよう指導した。

【令和７年度】

10 月 14 日現在の健康診断実施状況は、実施済みは 68 人で、10 月 14 日以降に健康診断を受

診する者は７人となっている。引き続き、早期に全員受診と再検査と精密検査の受診するよう

呼び掛ける。

感染症対策として、少数ながら通年で感染者が発生する新型コロナウイルス感染症やイン

フルエンザの感染症予防として、手指消毒液の設置継続、体調不良時には休養することや咳

エチケットの励行などを実施する。

近年発生回数が増加傾向にある猛暑日の熱中症対策として、引き続き熱中症指数を表示す

る掲示版を校内複数個所に設置し、数値を周知して運動制限の判断に活用すると共に、運動

部活動には配布されている熱中症指数測定器を活用して、熱中症予防の対策を徹底するよう

指導した。

その他、職場の健康づくり講座では、セラピードッグとの触れ合いや交流を通して、リラ

ックス効果やストレス軽減、心の安定を促すとともに、職員同士の交流や活性化、職場の雰

囲気づくりにつなげるため「ドッグセラピー体験会」を 10 月 15 日に実施した。

(4) 教職員の研修について

【令和６年度】

研修の目的 研修内容及び成果 課 題

(ｱ) 一人一台端末の
活用推進

(ｲ) 一人一台端末を
活用した授業改
善

(ｳ) 人権教育を通し
て、命の尊さ等
について理解を
深める。

(ｴ) 観点別評価や生
徒による授業評
価アンケートの
結果を授業改善
に生かす

定期訪問の際の校内研修において、一人一台
端末の効果的な活用方法を、センターの指導主
事から講話頂いた。授業での活用のみならず、
業務の効果的な軽減につながる内容となった。

全学年で一人一台端末が揃う今年度、様々な
授業において端末を活用した授業の実施につい
て、校内での授業参観を通じ、各自の授業に生
かせるよう活用方法について、情報共有を行っ
た。

校内でのグループ研修や、人権週間を設け、
生徒への人権意識の浸透、教員間の人権意識に
ついて研修し、意見共有を行った。

学期ごとの観点別評価の結果や、授業アンケ
ートを振り返り、自身の授業改善に努めた。ア
ンケートは年度内で２回実施し、授業評価の変
化からも改善につなげたい。

授業での活用のみな
らず、教員の多忙解消
につながる使い方を模
索したい。

端末を有効活用でき
るように、効果的な活
用方法を共有できるよ
うにしたい。

人権意識を生徒・教
員ともに継続して持つ
ことが大切であり、その
仕組みを考えたい。

授業改善に生かせる
有効な評価アンケート
や振り返り方法を検討
したい。
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【令和７年度】

６ 防災対策について

【令和６年度】

研修の目的 研修内容及び成果 課 題

(ｱ) 発達支持的な生
徒指導の充実

(ｲ) 一人一台端末を
活用した授業改
善

(ｳ) 人権教育を通し
て、命の尊さ等
について理解を
深める。

(ｴ) 観点別評価や生
徒による授業評
価アンケートの
結果を授業改善
に生かす

事後的な生徒指導だけでなく、すべての生徒
を対象にした、自主的・主体的な成長、発達を
支える指導として、今どんな指導をしていて、
これからどんな指導ができるか考えた。

調べ学習やプレゼンテーションなど以前より
有効な一人一台端末の活用が見られるようにな
った。教員同士の授業参観にもつながった。

人権週間を設け、人権意識を高めるような取
り組みを行った。また、各教員が生徒に向けて
人権意識の浸透を図るような場面を設定した。

昨年度の教科ごとのアンケート結果や、今年
度の学期ごとの観点別評価の結果や、授業アン
ケートを振り返り、授業改善に努めた。アンケ
ートは年度内で２回実施し、昨年度の評価から
の変化、年度内の１回目と２回目の授業評価の
変化にも着目して授業改善につなげたい。

すべての生徒を対象
に、あらゆる場面で効
果的な声掛けや関わり
を考え、取り組めるよ
うにしたい。

継続して一人一台端
末の授業内での活用可
能性について情報を共
有していきたい。

常に生徒・教員共に
人権を意識して生活が
できるよう、校内での
人権目標など工夫して
いきたい。

前年度からいる教員
は年度内だけでなく、
昨年度の結果との比較
や授業改善した点など
も記録しておきたい。

指導目標 取組内容及び成果 課 題

防災教育の充実

（生徒の防災意識

の高揚）

・ ５月１日、火災や地震等の緊急事態を想定し、安

全かつ迅速な避難の訓練を行った。地震防災緊急地

区別連絡網を円滑に活用できるようにするため、地

区別に待機教室へ移動し、地震防災緊急地区別名簿

を確認し、生徒の班長・副班長を決定した。さらに

災害時緊急引き渡し調査アンケートを保護者と相談

の上、回答させた（自力で帰る 41.9％、保護者が迎

えに来る 58.1％）。

・ ９月２日、地震避難訓練（南海トラフ地震臨時情

報避難訓練）を実施した。令和６年度は、熱中症予

防対策により、体育館へ全校生徒を集めることが困

難であったため、各教室で chrome ブックを活用し、

体育館・グランドへの避難経路を確認（タッチペン

を活用）した。さらに防災に関する動画を視聴し、

９月１日が防災の日となった経緯や南海トラフ地震

に関する話をし、生徒の防災意識を高めた。

・ 12 月初旬、地域防災訓練への参加の呼びかけを

行う。

・ 12 月 19 日、火災を想定し、グランドへの避難経

路を確認し、迅速に避難する訓練を実施した。

令和６年度は、大規

模地震に対する対応

（巨大地震注意情報）

について校内で確認す

ることができた。

近年、日本各地で大

規模地震が発生してい

ることを考え、生徒対

象の避難訓練のみなら

ず、教職員・地域の方々

（小中学校、自治会）

との連携を図る必要が

ある。地域連携協議会

へ参加し、具体的な内

容について確認する。
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【令和７年度】

７ 学校開放について

【令和６年度、令和７年度】

本校は、部活動が盛んで体育館等は常時使用されているため、施設開放は行っていない。

ただし、地域貢献の一環として、柔道、水泳、バスケットボール、バレーボール、卓球、剣道

の運動各部において、本校を会場に近隣の小学生や中学を対象に合同練習会等を行っている。

指導目標 取組内容及び成果 課 題

防災教育の充実

（生徒の防災意識

の高揚）

・ ５月１日、火災や地震等の緊急事態を想定し、安

全かつ迅速な避難の訓練を行った。地震防災緊急地

区別連絡網を円滑に活用できるようにするため、地

区別に待機教室へ移動し、地震防災緊急地区別名簿

を確認後、生徒の班長・副班長を決定した。さらに

災害時緊急引き渡し調査アンケートを保護者と相談

の上、回答させた。結果は以下のとおり（自力で帰

る 62.9％、保護者が迎えに来る 37.1％）。

・ ９月１日、地震避難訓練（南海トラフ地震臨時情

報避難訓練）を実施した。令和７年度は、熱中症予

防対策により、体育館への避難訓練は実施せず、各

教室でグーグルミーティングを活用した。最初に、

体育館・グランドへの避難経路を確認した後、南海

トラフ地震をはじめとする巨大地震に関する動画を

視聴し、生徒の防災意識を高めた。

・ 12 月初旬、地域防災訓練への参加の呼びかけを

行う予定。

・ 12 月 18 日、火災や火山噴火等を想定し、グラン

ドへの避難経路を確認後、避難する訓練を実施予

定。

令和７年度も、昨年

度と同様に大規模地震

に対する対応（巨大地

震注意情報）について

校内で確認できた。

近年、能登半島の地

震など日本各地で大規

模地震が発生している

ことを考え、生徒対象

の避難訓練のみなら

ず、教職員・地域の方々

（小中学校、自治会）

との連携は必須であ

る。また、９月には地

域連携協議会へ参加

し、具体的な内容につ

いても確認することが

できた。
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教育委員会１－２

事務執行の根拠法令調

項 目 根拠法令

１ 学校教育に関

すること

２ 学校の管理・運

営に関すること

教育基本法（第１条、第２条）

学校教育法(第１条、第２条、第３条、第50条、第51条、第52条、

第56条、第57条、第60条）

学校教育法施行規則

学校保健安全法(第５条)

静岡県立学校設置条例

静岡県立高等学校学則

高等学校学習指導要領

理科教育振興法（第11条）

理科教育振興法施行令

産業教育振興法（第18条）

産業教育振興法施行令

いじめ防止対策推進法（第13条、第15条、第16条、第18条）

学校教育法（第137条）

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（第33条）

静岡県立学校管理規則

教育公務員特例法（第21条、第22条）

学校保健安全法（第15条、第27条）

静岡県立学校職員安全衛生管理規程

社会教育法（第43条、第44条、第45条、第46条、第47条）

静岡県立学校の施設等の開放に関する要綱

学校図書館法（第３条、第４条）

静岡県教育委員会事務決裁規程

静岡県教育委員会処務規程

高等学校等就学支援金の支給に関する法律（第１条、第３条）

高等学校等就学支援金事務処理要領

静岡県公立高等学校等就学支援金事務処理要領

静岡県立学校の授業料等の徴収に関する条例

静岡県立学校授業料等徴収規則

静岡県手数料徴収条例

静岡県手数料徴収条例施行規則

静岡県高等学校等教育資金及び高等学校等奨学金貸与規則

静岡県高等学校等奨学給付金事務処理要領

高等学校遠距離通学費補助金交付要綱

静岡県情報公開条例施行規則

独立行政法人日本スポーツ振興センター法（第16条、第17条）

静岡県補助金等交付規則

静岡県立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則

静岡県立学校における学校運営協議会の設置等に関する要綱
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（令和7年8月31日現在）
整理
番号

職　名 氏　　名 事務分担 住　所 勤務年数 摘　　　　　要

1 校長 井口　裕史 □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

2 副校長 袴田　康行 □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

3 教頭 米本　敦 地歴公民 □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

4 事務長 後藤　一弘 □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

5 教諭 深澤　吉和 商業(情報処理科） □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

6 教諭 太田　貴望 音楽 □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

7 教諭 梅原　孝博 理科 □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

8 教諭 佐々木　智彦 商業(商業科） □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

9 教諭 加藤　文人 理科 □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

10 教諭 宮島　陽子 外国語（英語） □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

11 教諭 鈴木　正悟 地歴公民 □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

12 教諭 寺田　玲子 外国語（英語） □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

13 教諭 鈴木　純 理科 □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

14 教諭 大杉　圭 数学 □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

15 教諭 村木　淳一 数学 □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

16 教諭 亀尾　信太朗 保健体育 □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

17 教諭 寺田　久美子 商業(商業科） □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

18 教諭 土本　雅紀 国語 □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

19 教諭 村松　美佳 家庭 □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

20 教諭 戸塚　和也 商業(商業科） □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

21 教諭 鈴木　淳矢 保健体育 □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

22 教諭 澤木　秀文 商業(情報処理科） □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

23 教諭 杉山　由利子 外国語（英語） □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

24 教諭 髙津　良典 商業(商業科） □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

25 教諭 後藤　新平 外国語（英語） □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

26 教諭 髙橋　優子 商業(商業科） □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

職　　　　　員　　　　　調
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整理
番号

職　名 氏　　名 事務分担 住　所 勤務年数 摘　　　　　要

27 教諭 松山　浩樹 商業(情報処理科） □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

28 教諭 渥美　久二子 家庭 □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

29 教諭 大場　章吾 商業(商業科） □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

30 教諭 浅野　将志 商業(商業科） □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

31 教諭 平野　隆久 商業(商業科） □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

32 教諭 木下　幹比呂 商業(商業科） □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

33 教諭 久保田　愛 □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

34 教諭 齋藤　茉莉子 商業(商業科） □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

35 教諭 本間　光一 保健体育 □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

36 教諭 岩下　大祐 商業(商業科） □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

37 教諭 小澤　拓也 商業(情報処理科） □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

38 教諭 野末　昌利 地歴公民 □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

39 教諭 山梨　以織 保健体育 □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

40 教諭 近藤　敬介 商業(商業科） □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

41 教諭 石川　恵梨 国語 □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

42 教諭 鈴木　結花 数学 □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

43 教諭 風間　淳機 保健体育 □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

44 教諭 杉本　貴保 保健体育 □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

45 教諭 寺田　匡太郎 国語 □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

46 教諭 村田　雅哉 理科 □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

47 教諭 中村　美砂子 商業(商業科） □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

48 教諭 栗本　誉 数学 □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

49 教諭 内山　恵理 商業(商業科） □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

50 教諭 平　龍彦 保健体育 □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

51 教諭 村松　孝則 地歴公民 □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

52 教諭 髙塚　諒 外国語（英語） □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

53 教諭 川嶋　初実 国語 □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

54 教諭 井口　紗弥香 国語 □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□
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整理
番号

職　名 氏　　名 事務分担 住　所 勤務年数 摘　　　　　要

55 教諭 小河　梓 国語 □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

56 教諭 佐藤　翼 保健体育 □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

57 教諭 石田　菜純 商業(商業科） □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

58 教諭 渡井　樹 商業(商業科） □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

59 養護教諭 藤田　鮎美 養護 □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

60 養護教諭 鈴木　絢子 養護 □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

61 実習助手 松下　小織 商業(情報処理科） □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

62 実習助手 塚本　洋子 商業(商業科） □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

63 実習助手 大内　果南 理科 □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

64 主査 伊藤　文久 管財 □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

65 主任 木下　由加里 庶務 □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

66 主事 岡田　有加 会計 □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

67 主事 野島　孝太 庶務 □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

68 技能長 垣内　幸久 用務 □□□ □年□月

3年5月平均年数
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整理
番号

職　名 氏　　名 事務分担 住　所 勤務年数 摘　　　　　要

1 実習助手 川口　由夏 商業(情報処理科） □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

2 教諭 政本　直己 外国語（英語） □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

3 教諭 後藤　祐子 国語 □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

4 教諭 兼次　萌風 外国語（英語） □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

5 教諭 宮﨑　貞夫 □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

6 主事 渡邊　久美子 庶務 □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

7
外国語
指導講師

Ruth Berkowitz 外国語（英語） □□□ □年□月

8
会計年度任用職員
(非常勤講師)

河　早代子 音楽 □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

9
会計年度任用職員
(非常勤講師)

若杉　嘉宏 地歴公民 □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

10
会計年度任用職員
(非常勤講師)

大谷　治男 商業(商業科) □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

11
会計年度任用職員
(非常勤講師)

江川　和宏 商業(情報処理科） □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

12
会計年度任用職員
(非常勤講師)

袴田　江見子 国語 □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

13
会計年度任用職員
(非常勤講師)

加藤　好孝 商業(情報処理科） □□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

14
会計年度任用職員
(部活動指導員)

若杉　嘉宏
女子ｿﾌﾄﾃﾆｽ
部

□□□ □年□月 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□

15
会計年度任用職員
(非常勤労務職員)

兼子　滋弘 用務 □□□ □年□月

16
会計年度任用職員
(非常勤労務職員)

服部　守弘 用務 □□□ □年□月

17
健康管理医・
学校医

中野　泰克 内科 □□□ □年□月

18 学校医 畠山　眞行 眼科 □□□ □年□月

19 学校医 向高　洋幸 耳鼻科 □□□ □年□月

20 学校歯科医 近藤　晴彦 歯科 □□□ □年□月

21 薬剤師 森園　直美 薬剤師 □□□ □年□月
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当初額
変更

増減額 計

（事務関係） 円 円 円 円 円

R6.4.1 R6.10.31 483,450

～ R7.4.23 506,550

R7.3.31 小計 990,000 随契１号（少額）

R6.4.12

～ R7.4.10 97,240 単価契約

R7.3.31 随契１号（少額）

R6.4.1 R6.10.10 9,482,872

～ R7.4.10 3,106,201

R7.3.31 小計 12,589,073

R6.12.12

～ R7.2.21 99,000

R7.2.28 随契１号（少額）

R7.1.30

～ R7.4.4 98,340

R7.3.28 随契１号（少額）

R7.2.12

～ R7.3.27 45,045

R7.3.28 随契１号（少額）

R7.3.6

～ R7.4.10 9,900

R7.3.28 随契１号（少額）

事務関係　計 7件 13,928,598

合　　計 7件 13,928,598

参考
１

自家用電気工
作物保安管理
業務

遠鉄アシスト
(株)

2,786,520 390,940 3,177,460
R6.4.1

～
 R7.3.31

浜松湖東高校
外10校自家用
電気工作物保
安管理業務

浜松湖東高校

参考
２

可燃物収集運
搬処分業務

環境保全㈱

運搬料
1回 715
処分料
1kg 13.2　     　

運搬料
1回 715
処分料
1kg 13.2　     　

R6.4.8
～ 

R7.3.31

浜松大平台高
校外14校可燃
物収集運搬処
分業務

浜松大平台高校

参考
３

プール浄化装
置保守点検業
務

清化工業㈱ 998,800 ▲ 17,050 981,750
R6.4.8

～ 
R6.12.27

浜松東高校外
25校プール浄
化装置保守点
検業務

浜松東高校

参考
４

建築物環境衛
生管理業務

㈱シービーエ
ム

7,773,260 7,773,260
 R6.4.1

～
R7.3.31

浜松西高校外
６校建築物環
境衛生管理業
務

浜松西高校

参考
５

警備業務
綜合警備保
障㈱静岡支
社

6,705,600 6,705,600
R1.10.1

～
R 6.9.30

浜松北高校外
7校警備業務

浜松北高校

参考
６

警備業務
綜合警備保
障㈱静岡支
社

8,448,000 8,448,000
R6.10.1

～
R11.9.30

浜松北高校外
7校警備業務

浜松北高校

参考
７

建築基準法第
12条定期点検
業務

㈲いま総合設
計

3,784,000 3,784,000
R6.8.2

～
R7.2.28

浜松南・湖西地
区県立学校建築
基準法第12条に
基づく定期点検
業務

浜松南高校

計 ７件

様式第11号

委託料に関する調

（令和6年度）

契約金額
整理
番号

委　託
業務名

受託者
当初
設計
金額

契約
締結
方法

契約期間
支　出
年月日

金額
委託業務
の内容

摘要

1
エレベーター
保守点検業務

三菱電機ビル
ソリューション
ズ㈱中部支
社静岡支店

990,000 990,000 990,000 随契
エレベー
ター保守点
検業務

2
産業廃棄物収
集・運搬及び
処分業務

㈱環吉

運搬料
1回13,200
処分料
1回96,800

運搬料
　1回11,000
処分料
　1回86,240     　

運搬料
　1回11,000
処分料
　1回86,240    　

随契

産業廃棄物
（コンテナ）
収集運搬及
び処分業務

3
消防用設備等
保守点検業務

静岡県消防
設備保守点
検業協同組
合

12,949,860 12,650,000 ▲ 60,927 12,589,073 一般
消防用設備
等保守点検
業務

浜松西高、浜松南
高、浜松湖南高、浜
松江之島高、浜松
城北工業高、新居
高、湖西高、浜松聴
覚特支、浜松特支
(城北分校含む)、浜
名特支

4
産業廃棄物収
集・運搬及び
処分業務

㈱太洋サービ
ス

99,000 99,000 99,000 随契

産業廃棄物
(理科実験廃
薬品)収集運
搬及び処分
業務

5
産業廃棄物収
集・運搬及び
処分業務

㈱太洋サービ
ス

98,340 98,340 98,340 随契

産業廃棄物
(理科実験廃
薬品)収集運
搬及び処分
業務

6
産業廃棄物収
集・運搬及び
処分業務

㈱ホクセイ 45,045 45,045 45,045 随契

産業廃棄物
(蛍光管・水
銀灯)収集運
搬及び処分
業務

7
産業廃棄物収
集・運搬及び
処分業務

㈱環吉 9,900 9,900 9,900 随契

産業廃棄物
（廃タイヤ）収
集運搬及び
処分業務
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様式第13号

負担金支出調
（令和６年度）

整理
番号

負担金名 交付先 負担根拠 事業内容 負担金額 支出年月日

円

1

全国商業高等学校
長協会第152回春
季総会・研究協議
会

全国商業高等
学校長協会

開催通知
全国商業高等学校
長協会春季総会・
研究協議会参加

5,500 R6.4.22

2
全国高等学校長協
会第76回総会・研
究協議会

全国高等学校
長協会

開催通知
全国高等学校長協
会総会・研究協議
会参加

4,000 R6.5.14

3

第63回全国高等学
校教頭・副校長会
総会・研究協議大
会

全国高等学校
教頭・副校長
会

開催通知

全国高等学校教
頭・副校長会総
会・研究協議大会
参加

4,000 R6.7.10

4
東海四県高等学校
長生徒指導連絡協
議会

東海四県高等
学校長生徒指
導連絡協議会

開催通知
東海四県高等学校
長生徒指導連絡協
議会参加費

2,000 R6.7.12

全日制高等学
校授業料

振替日

（第Ⅰ期分
768人）

R6.7.31

6
全国商業高等学校
長協会秋季総会・
研究協議会

全国商業高等
学校長協会

開催通知
全国商業高等学校
長協会秋季総会・
研究協議会参加

5,500 R6.8.9

全日制高等学
校授業料

振替日

（第Ⅱ期分
750人）

R6.10.31

全日制高等学
校授業料

振替日

（第Ⅱ期分2
人）

R6.11.1

全日制高等学
校授業料

振替日

（第Ⅱ期分1
人）

R6.12.13

全日制高等学
校授業料

振替日

（第Ⅲ期分
750人）

R7.1.31

10件 89,685,300計

5
高等学校等就学支
援金

高等学校等
就学支援金
の支給に関
する法律

高等学校に在籍す
る生徒の授業料に
充てる

22,809,600

7
高等学校等就学支
援金

高等学校等
就学支援金
の支給に関
する法律

高等学校に在籍す
る生徒の授業料に
充てる

37,075,500

8
高等学校等就学支
援金

高等学校等
就学支援金
の支給に関
する法律

高等学校に在籍す
る生徒の授業料に
充てる

99,000

9
高等学校等就学支
援金

高等学校等
就学支援金
の支給に関
する法律

高等学校に在籍す
る生徒の授業料に
充てる

9,900

10
高等学校等就学支
援金

高等学校等
就学支援金
の支給に関
する法律

高等学校に在籍す
る生徒の授業料に
充てる

29,670,300
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様
式

第
1
9
号

建
築

工
事
調

（
令

和
6
年

度
）

当
　

　
初

契
約

着
手

締
結

完
成

（
予

定
）

設
計

金
額

当
初
額

変
更

増
減
額

計
方

法
年

月
日

円
円

円
円

　
　

　
円

令
達

年
月
日

R
7
.
1
.
17

R
6
.
1
2
.
26

3
0
8
,
0
00

3
0
8
,
0
00

0
3
0
8
,
0
00

3
0
8
,
0
00

支
払

年
月
日

R
7
.
3
.4

R
7
.
3
.
26

随
契
1
号

（
少

額
）

合
　
計

1
件

3
0
8
,
0
00

3
0
8
,
0
00

0
3
0
8
,
0
00

3
0
8
,
0
00

円
円

円
円

　
　

　
円

R
6
.
7
.
17

本
庁

経
理

4
9
,
9
6
2
,
0
00

4
7
,
8
5
0
,
0
00

9
9
,
0
00

4
7
,
9
4
9
,
0
00

4
7
,
9
4
9
,
0
00

設
備
課

R
7
.
3
.7

随
契
8
号

（
不

調
）

合
　
計

1
件

4
9
,
9
6
2
,
0
00

4
7
,
8
5
0
,
0
00

9
9
,
0
00

4
7
,
9
4
9
,
0
00

4
7
,
9
4
9
,
0
00

整
理

番
号

予
算
科

目
工

事
名

工
事

箇
所

契
約

金
額

受
注
者

支
出

済
額

工
　

事
　

概
　
要

公
有

財
産

台
帳

摘
　
要

1
教

育
管

理
費

令
和
6
年

度
静

岡
県

立
浜

松
商

業
高

等
学

校
グ

ラ
ウ

ン
ド

第
2

ポ
ン

プ
室

量
水

器
更

新
工
事

浜
松
市

中
央
区

文
丘
町

地
内

随
契

日
管

（
株
）

グ
ラ

ウ
ン

ド
散

水
用

量
水

器
更
新

φ
6
5

―

参
考

教
育
管

理
費

令
和
6
年

度
浜

松
商

業
高

等
学

校
夜

間
照

明
設

備
改

修
工
事

浜
松
市

中
央
区

文
丘
町

地
内

不
随

松
川

電
気

（
株
）

グ
ラ

ウ
ン

ド
夜

間
照

明
改

修
6
基

済
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様式第22号

公　有　財　産　調
（令和6年度）

区分 数量又 数量又 台帳 数量又 台帳 数量又 摘要

は面積 は面積 価格 は面積 価格 は面積

千円 千円 千円 千円

行政財産 3,476,520 45,642 100,991 3,421,171

7,616.70㎡ 7,616.70㎡

18,615.86㎡ 18,615.86㎡

公有財産

に準ずる 251 251

も　　の

電　話

加入権

令和６年３月31日現在 増 減 令和７年３月31日現在

令和７年度中増減なし

台帳価格 台帳価格

土　地 42,484.69㎡ 1,685,129 42,484.69㎡ 1,685,129

立木竹 41本 4,079 41本 4,079

建　物 1,765,432 96,248 1,669,184

工作物  35件 21,880 １件 45,642 4,743  36件 62,779

特許権等 1件 0 1件 0

７件 251 ７件 251
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様式第26号

借地借家等調

　　　　　　　　　　　　　　 （令和７年８月31日現在）

整理 数量又 契　約 所有者又

は面積 は契約者

番号 台帳 現況 単価 年　額 期　間 氏名

円 円

R6.4.1

～

R11.3.31

R4.4.1

～

R9.3.31

R3.7.1

～

R16.6.30

R6.7.1

～

R19.6.30

11,083,567計

区　分 種　別 所在地
地　目 借　料

用途

1 工作物
防球

ネット

浜松市
中央区
文丘町
499-11

13.78㎡ 0 0
浜松商業
高等学校
PTA会長

防球
ネット

2 土　地
水路
敷地

浜松市
中央区
文丘町
499-11

学校
用地

用悪
水路

26.16㎡ 0 0 浜松市長

通行路
３ヶ所
（占用
許可）

3 工作物
冷暖房
装置

浜松市
中央区
文丘町
499-11

１個 6,874,254

三井住友
ファイナ
ンス＆

リース株
式会社

普通教
室空調

4 工作物
冷暖房
装置

浜松市
中央区
文丘町
499-11

１個 4,209,313

NTT・TC
リース株
式会社静
岡支店

特別教
室空調
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様式第27号

行政財産貸付・使用許可調

（令和７年８月31日現在）

整理

番号 台帳 現況 単価 年額

 　㎡ R6.4.1

342.00 － 免除 ～ 排水路

R8.3.31

　 本     円 R5.4.1 電柱７

17 1,500 25,500   ～ 支線柱１

R10.3.31 支線９

　 ㎡ R7.4.1

27. 37 － 免除 ～

R12.3.31

   ㎡ R3.4.1

109.55 － 免除 ～ 道路敷

R8.3.31

　 ㎡ R6.4.1

1.00 － 免除 ～

R9.3.31

　 ㎡ R6.4.1

57.80 － 免除 ～

R9.3.31

 　㎡ R3.4.1

109.63 － 免除 ～ 道路敷

R8.3.31

   本 　 円 R3.4.1 電話柱1

土地 2 1,500 3,000 ～ 支線柱1

R8.3.31

 　㎡ R7.4.1

1.22 － 免除 ～

R12.3.31

㎡ R5.4.1

4.86 － 免除 ～

R10.3.31

㎡ R5.4.1

3.30 － 免除 ～

R8.3.31

地　目 貸付料又は使用料

区分 種別 所在地
数量又は面

積
貸付又は使用

許可期間

貸付又は使
用許可を受
けた者の氏

名

貸付・使用
許可目的

1 土地
学校
敷地

浜松市中
央区文丘
町４番11号

学校
敷地

用悪
水路

浜松市長

2 土地
学校
敷地

浜松市
中央区
文丘町
４番11号

学校
敷地

学校
敷地

中部電力パ
ワーグリッドﾞ
（株）浜松営
業所長

3 土地
学校
敷地

浜松市
中央区
文丘町
４番11号

学校
敷地

学校
敷地

浜松商業高
等学校同窓
会長

定時制記念
碑等

4 土地
学校
敷地

浜松市
中央区
文丘町
４番11号

学校
敷地

公衆
用

道路
浜松市長

5 建物
事務
所建

浜松市
中央区
文丘町
４番11号

鉄骨
鉄筋
コンク
リート
造

管理
教室
棟

（一社）浜松
商業高等学
校後援会長

食券自動販
売機

6 建物
事務
所建

浜松市
中央区
文丘町
４番11号

鉄骨
鉄筋
コンク
リート
造

管理
教室
棟

（一社）浜松
商業高等学
校後援会長

厨房施設

7 土地
学校
敷地

浜松市
中央区
文丘町
４番11号

学校
敷地

公衆
用

道路
浜松市長

8
学校
敷地

浜松市
中央区
文丘町
４番11号

学校
敷地

学校
敷地

西日本電信
電話（株）静
岡支店長

9 土地
学校
敷地

浜松市
中央区
文丘町
４番11号

学校
敷地

学校
敷地

浜松商業高
等学校PTA
会長

カーブミラー

10 土地
学校
敷地

浜松市
中央区
文丘町
４番11号

学校
敷地

学校
敷地

浜松市長
雨水浸透施
設

11 建物
事務
所建

浜松市
中央区
文丘町
４番11号

鉄筋
コンク
リート
造

南
校舎

浜松商業高
等学校PTA
会長

PTA職員　　
執務場所
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整理

番号 台帳 現況 単価 年額

地　目 貸付料又は使用料

区分 種別 所在地
数量又は面

積
貸付又は使用

許可期間

貸付又は使
用許可を受
けた者の氏

名

貸付・使用
許可目的

㎡ R5.4.1

10.44 － 免除 ～

R8.3.31

㎡ R6.4.1

5.40 － 免除 ～

R9.3.31

㎡ R5.4.1

0.24 － 免除 ～

R10.3.31

㎡ R6.4.1

10.44 － 免除 ～

R9.3.31

㎡ R6.4.1

3.30 － 免除 ～

R9.3.31

㎡ R7.4.1

33.00 － 免除 ～

R10.3.31

㎡     円 R6.4.1

6.00 － 2,000,000 ～

R9.3.31

   ㎡ R7.4.1

5.60 － 免除 ～

R12.3.31

本     円 R5.4.1

1 1,500 1,500 ～ 支線柱１

R10.3.31

　　　円

2,030,000

12 土地
学校
敷地

浜松市
中央区
文丘町
４番11号

学校
敷地

学校
敷地

浜松商業高
等学校PTA
会長

PTA職員　　 
駐車場

13 建物
事務
所建

浜松市
中央区
文丘町
４番11号

鉄骨
鉄筋
コンク
リート
造

管理
教室
棟

浜松商業高
等学校PTA
会長

パン等販売

14 土地
学校
敷地

浜松市
中央区
文丘町
４番11号

学校
敷地

学校
敷地

浜松市長 カーブミラー

15 土地
学校
敷地

浜松市
中央区
文丘町
４番11号

学校
敷地

学校
敷地

（一社）浜松
商業高等学
校後援会長

後援会職員
駐車場

16 建物
事務
所建

浜松市
中央区
文丘町
４番11号

鉄骨
鉄筋
コンク
リート
造

管理
教室
棟

（一社）浜松
商業高等学
校後援会長

後援会職員
執務場所

17 建物
事務
所建

浜松市
中央区
文丘町
４番11号

鉄骨
鉄筋
コンク
リート
造

管理
教室
棟

（一社）浜松
商業高等学
校後援会長

購買施設

18 土地
学校
敷地

浜松市
中央区
文丘町
４番11号

学校
敷地

学校
敷地

サントリービ
バレッジソ
リューション
（株）

飲料用自動
販売機

19 土地
学校
敷地

浜松市
中央区
富塚町
919番の44

学校
敷地

学校
敷地

浜松商業高
等学校同窓
会長

記念碑

20 土地
学校
敷地

浜松市
中央区
富塚町
919番の44

学校
敷地

学校
敷地

中部電力パ
ワーグリッドﾞ
（株）浜松営
業所長

合　　計
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様式第29号－２

（令和７年８月31日現在）

整理

番号 大・中 小

 円

LL装置 週16時間（年間175日）

ソニー LLC-9000
授業（英語表現・コミュニケー
ション英語Ⅰ)

課題研究実習装置２ 週22時間（年間175日）

富士通　ESPRIMO D7010/F
ほか

授業（ソフトウェア活用・情報処
理・プログラミング・課題研究)

パーソナルコンピュータ
(一式)

週19時間（年間175日）

情報応用実習装置及び周辺
機器

授業（プログラミング･課題研
究・ソフトウェア活用等)

情報基礎実習装置 週22時間（年間175日）

富士通　ESPRIMO D7010/F
ほか

授業（プログラミング･課題研
究・ソフトウェア活用等)

課題研究実習装置１ 週21時間（年間175日）

富士通　ESPRIMO D7010/F
ほか

授業(情報処理・課題研究・ネッ
トワーク管理)

視聴覚装置一式 週15時間(年間175日)

ソニー VPH-50QJ 授業・LHR・部活動（演劇）

空調機 週21時間（夏季のみ年間60日）

三菱 VD18ZP4
授業(情報処理・課題研究・ネッ
トワーク管理)

体育館舞台照明 年60時間（年間30日）

ナショナル N3901 入学式・卒業式等学校行事

パーソナルコンピュータ
(一式)

週３時間（年間105日）

NEC PC-VK23LAAGR 授業（課題研究)

パーソナルコンピュータ
(一式)

週20時間（年間175日）

iPad 授業

空調機 週16時間（夏季のみ年間60日）

三菱PCH-J112FKF-SK 授業（音楽）

天吊プロジェクタ 一式 週20時間（年間175日）

EB-960W 授業（普通教室）

格納ベッド 週25時間（年間200日）

ニットー NT-230W改3 生徒疾病時の休養

棒高跳び用マット 週２時間（年間100日）

ニシ F511 部活動（陸上競技）

ガス調理機器 週10時間（年間175日）

スチームコンベクション
オーブン

後援会に貸付（食堂）

パーソナルコンピュータ
(一式)

週20時間（年間175日）

iPad 授業

グランドピアノ 週16時間（年間175日）

RX-6 授業（音楽)

液晶プロジェクター 週３時間（年間105日）

天井据付　スクリーン込 授業（課題研究)

ブラストチラー 週10時間（年間175日）

RB10B 後援会に貸付（食堂）

食器洗浄機 週10時間（年間175日）

JWD-6 後援会に貸付（食堂）

主　要　備　品　調

区　分
品　名・規　格 利　用　状　況 購入年月 購入金額

1 02-02
その他の情報伝達
機器

平成９年12月 14,364,000

2 02-01
パーソナルコン
ピュータ（一式）

令和４年２月 10,703,000

3 02-01
パーソナルコン
ピュータ（一式）

令和２年３月 10,164,000

4 02-01
パーソナルコン
ピュータ（一式）

令和３年10月 9,889,000

5 02-01
パーソナルコン
ピュータ（一式）

令和４年２月 8,778,000

6 03-03
その他の視覚用再
生用機器

平成９年11月 8,557,500

7 06-04 空調冷凍機器 平成７年12月 5,407,500

8 01-11 その他の照明器具 平成８年３月 5,150,000

9 02-01
パーソナルコン
ピュータ（一式）

平成29年３月 5,040,900

10 02-01
パーソナルコン
ピュータ（一式）

平成30年３月 3,697,920

11 06-04 空調冷凍機器 平成８年２月 3,167,250

12 03-03 プロジェクター 平成31年３月 2,474,712

13 04-01 その他の一般機器 平成10年３月 2,249,100

14 10-12 陸上競技用器具 平成２年６月 2,032,800

15 01-13 調理器具 平成９年11月 2,004,000

16 02-01
パーソナルコン
ピュータ（一式）

令和３年２月 1,717,100

17 10-07 鍵盤楽器 平成８年１月 1,560,000

18 03-03 その他の投影機 平成10年３月 1,474,200

19 01-13 その他の厨房器具 平成13年３月 1,443,750

20 01-13 食品食器洗浄機 平成８年３月 1,332,820
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